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特
集

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
10
月
13
日
、「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」（
通
称
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）
防
止
法
」）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
（
事
実
婚
の
相
手
方
）
か
ら
の

暴
力
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
配

偶
者
と
い
う
言
葉
に
は
夫
も
妻
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、

「
夫
か
ら
の
暴
力
」
も
「
妻
か
ら
の
暴
力
」
も
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
配
偶
者

間
で
の
暴
力
の
圧
倒
的
多
数
は
妻
が
被
害
者
で
す
。

家
庭
内
に
お
け
る
暴
力
は
必
ず
し
も
最
近
に
始
ま
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
は
被
害
者

が
「
自
分
の
家
庭
で
暴
力
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
れ
る
の
は
恥
で
あ
る
」
と
思
い
が
ち
で
あ
り
、
警
察

や
司
法
も
「
民
事
不
介
入
（
家
庭
内
の
問
題
の
よ
う
な

私
事
に
は
介
入
し
な
い
）」
の
原
則
を
た
て
に
積
極
的

な
関
与
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
被
害
者
の
保
護
が
十

分
に
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９
９

３
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
女
性
に
関
す
る
暴
力
撤

廃
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
１
９
９
５
年
の
第
４
回
世
界

女
性
会
議
（
北
京
会
議
）
に
お
い
て
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
」が
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

日
本
国
内
で
も
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
ま
し

た
。
N
G
O
に
よ
る
熱
心
な
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
や
超
党

派
の
女
性
国
会
議
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も

つ
い
に
Ｄ
Ｖ
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
い
う
と
、
殴

る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
な
暴
力
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

よ
う
な
身
体
的
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
に
含
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
前
述
の
国
連
決
議
な
ど
、
国
際
的
な
定
義

で
は
、
次
の
よ
う
な
言
動
も
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

﹇
心
理
的
暴
力
﹈

・
何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る

・
交
友
関
係
を
細
か
く
監
視
す
る

・
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
あ
る
い
は
支
出
に
つ

い
て
細
か
く
監
視
す
る

・
侮
辱
的
な
発
言
を
繰
り
返
す
　
　
　

﹇
性
的
暴
力
﹈

・
妻
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
望
ま
な
い
セ
ッ
ク
ス

（
不
快
な
ポ
ー
ズ
な
ど
）
を
強
要
す
る

・
避
妊
に
協
力
し
な
い

・
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
無
理
に
見
せ
る

弁
護
士
と
し
て
相
談
を
受
け
た
ケ
ー
ス
の
中
で
も
、

「
夫
か
ら
永
年
に
わ
た
っ
て
b
俺
と
同
じ
だ
け
給
料
を

稼
い
で
か
ら
文
句
を
言
え
a
、
b
お
ま
え
な
ん
か
雇
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
a
と
言
わ
れ
続
け
た
た
め
、

自
分
に
す
っ
か
り
自
信
を
な
く
し
て
い
た
」
と
い
っ
た

心
情
を
語
る
女
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

も
「
言
葉
の
暴
力
」
で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
で
す
。
言
葉
の
暴

力
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
次
に
述
べ
る
保
護
命
令
の
対

弁護士　林　陽子 福島県男女共生センターアドバイザー

Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
①

動き出した�
ドメスティック・�
バイオレンス防止法�
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2

２
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は

１
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
成
立



象
と
は
な
り
ま
せ
ん
（
保
護
命
令
が
身
体
的
暴
力
の
み

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
）
が
、
言
葉
の
暴
力
を
継
続

さ
れ
た
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
。

犯
罪
被
害
の
よ
う
な
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
体
験

を
し
た
人
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
恐
怖
感
が
繰
り
返

さ
れ
た
り
、
不
眠
な
ど
に
苦
し
む
こ
と
）
の
症
状
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
身
体
的
暴
力
」
が
あ
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

今
回
施
行
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
法
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
保
護
命
令
制
度
」
の
創
設
で
す
。
こ
れ
は
、
被
害
者

が
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含
み
ま
す
）
か
ら
の
暴
力
に

よ
っ
て
、
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
る
お

そ
れ
が
大
き
い
と
き
に
、
被
害
者
の
申
立
に
よ
り
、

裁
判
所
が
、
そ
の
配
偶
者
に
対
し
て
６
ヶ
月
間
の
接

近
禁
止
（
b
接
近
禁
止
命
令
a
）
や
２
週
間
の
住
居
か

ら
の
退
去
（
b
明
け
渡
し
命
令
a
）
を
命
ず
る
と
い
う

も
の
で
す
。
Ｄ
Ｖ
法
成
立
以
前
は
、「
接
近
禁
止
の
仮

処
分
」
と
い
う
制
度
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

審
理
に
数
ヶ
月
か
か
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
裁
判
所

か
ら
命
令
を
出
し
て
も
ら
う
に
は
保
証
金
を
積
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
必
ず
し
も
利
用
し
や
す
い

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｄ
Ｖ
法
の
施
行
後
、

全
国
で
す
で
に
数
百
件
の
保
護
命
令
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
平
均
審
理
日
数
は
10
日
未
満
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
保
証
金
も
不
要
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

仮
処
分
手
続
と
比
べ
る
と
迅
速
な
処
理
が
な
さ
れ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
護
命
令
制
度
が
画
期
的
な
の
は
、
加

害
者
が
保
護
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
罰
則

（
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

が
科
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
従
前
の
仮
処
分
制

度
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
実
際
に
、
命
令
違
反

で
の
逮
捕
者
も
出
て
お
り
、
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
る

な
ど
、
加
害
者
と
被
害
者
を
引
き
離
し
、
被
害
者
の

安
全
を
確
保
す
る
、
と
い
う
法
律
の
目
的
が
達
成
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
法
に
よ
っ
て
各
都
道
府
県
は
「
配
偶
者
暴
力

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
被
害
者
に
対
し
、
相
談
、
心
理
学
的
な
指
導
、

一
時
保
護
、
自
立
の
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
う

機
関
で
、
都
道
府
県
の
設
置
し
て
い
る
婦
人
相
談
所

そ
の
他
の
施
設
が
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
は
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー
も
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
者
の
緊
急
の
一
時
保
護
に
関
し
て
は
、
全
国
各

地
で
シ
ェ
ル
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
隠
れ
家
」
を
民
間

の
女
性
た
ち
が
つ
く
っ
て
、
被
害
者
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

国
や
自
治
体
は
Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
・
関

係
者
の
研
修
を
行
う
こ
と
も
、
法
律
で
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
意
識
啓
発
の
活
動
に
も
、
民
間
で

活
動
す
る
女
性
た
ち
の
経
験
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
法
が
で
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
「
こ
れ
は
自

分
の
個
人
的
な
問
題
な
の
で
は
な
い
か
」
と
沈
黙
を
し

て
き
た
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
が
、
自
分
が
被
害
者
で
あ
る

と
自
覚
を
し
、
救
済
を
求
め
る
声
を
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
だ
と
思
い
ま

す
。
自
治
体
も
地
域
社
会
も
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者
の

置
か
れ
た
立
場
を
理
解
し
、
自
立
を
支
援
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
こ
の
問
題
の
根
本
に
は
、
女
性
の
経
済
的
な

自
立
の
困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
の
平
等
を
は
か

り
、
家
事
や
育
児
、
介
護
が
女
性
の
役
割
と
さ
れ
る
現

実
を
変
え
、
男
女
共
生
社
会
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
、
究
極
的
な
問
題
解
決
に
必
要
で
す
。
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林
　
陽
子
（
は
や
し
　
よ
う
こ
）

弁
護
士
。
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
女
性

の
人
権
確
立
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
参

加
。
１
９
９
５
年
の
第
４
回
世
界
女
性
会
議
（
北
京
会
議
）
日

本
政
府
代
表
団
顧
問
を
務
め
、
現
在
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
「
男
女
共
同
参
画
会
議
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る

専
門
調
査
会
」
委
員
、
社
団
法
人
自
由
人
権
協
会
理
事
な
ど
も

務
め
る
。
共
著
書
「
働
く
女
た
ち
の
裁
判
」（
学
陽
書
房
）、
共
訳

書
「
女
性
へ
の
暴
力
」（
シ
ャ
ー
マ
ン
・
バ
ビ
オ
ー
著
　
明
石
書

店
）
な
ど
が
あ
る
。

3

4

３
Ｄ
Ｖ
法
の
概
要

４
こ
れ
か
ら
の
課
題
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平
成
13
年
10
月
13
日
に
施
行
さ

れ
た
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」（
い
わ
ゆ
る
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）

は
、
配
偶
者
（
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
）

か
ら
の
、
主
に
身
体
的
な
暴
力
に

対
す
る
被
害
者
の
保
護
・
救
済
や

加
害
者
の
暴
力
の
防
止
が
目
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ

り
、
身
体
的
な
暴
力
を
受
け
た
被

害
者
が
、
各
都
道
府
県
の
設
置
す

福
島
県
の
場
合
は
、
福
島
県

婦
人
相
談
所
、
ま
た
は
婦
人
相

談
所
か
ら
委
託
を
受
け
た
施
設
で
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
一
時
保
護
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
な
暴
力
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
の
相
談
と
被
害
者
の
自
立
支
援
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

○
国
の
取
組
み

暴行…………97.4％（156件中152件）
傷害…………97.1％（1,097件中1,065件）
殺人…………60.7％（191件中116件）

配偶者間における刑法犯検挙件数のうち
女性が被害者となった事件の割合（平成13年）

警察庁統計

福島県「男女共同参画に関する意識調査」（平成12年2月発表）より

多くの女性が夫から暴力を受けています。

（例）夫からの暴力を受けた場合の対応

あなたが夫から暴力を受けた�

相
談
し
た
い�

夫を引き離してほしい�

申立書の作成�

一時保護�

地方裁判所�

夫（加害者）�

夫
が
い
な
い
と
こ
ろ
に�

逃
れ
た
い�

　配偶者からの暴力を
受けた状況などのほか、
配偶者暴力相談支援セ
ンターや警察の職員に
相談した事実等があれ
ば、その事実等を記載。
（配偶者暴力相談支援
センターや警察を利用
していない場合は、公証
人役場で認証を受けた
書類を添付 ）�

・
福
島
県
婦
人
相
談
所�

・
福
島
県
婦
人
相
談
所�

・
県
内
各
地
の
保
健
福
祉
事
務
所�

・
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー�

警
　
察�

命令に違反すれば、１年
以下の懲役又は100万
円以下の罰金�

保護命令発令�

身体的な暴力に限る�

身
体
的
な
暴
力
に
限
る�

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

（民間シェルター等に�
委託する場合あり）�

特
集

暴
力
を
振
る
う
夫
か
ら
逃
げ
出

し
た
い
場
合
は
、
ど
こ
で
保
護

し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
実
際
に
殴
ら
れ
た
り
し

な
い
と
相
談
に
の
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

AQA Q

Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
②

―
国
・
県
の
対
応
・
支
援
の
取
り
組
み
―

夫
婦
間
な
ど
、
親
し
い
間
柄
で
起
こ
る
暴
力
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ
Ｖ
）」の
問

題
は
た
い
へ
ん
深
刻
で
す
。
親
し
い
間
柄
で
起
こ
る
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
に
は
相
談
し
に
く
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
特
集
で
は
、
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
の
救
済
に
つ
い
て
、
国
や
県
な
ど
の
取
組
み
や
相
談
支
援
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
ご
本
人
の
み
な
ら
ず
、
お
近
く
で
Ｄ
Ｖ
被
害
で
悩
ん
で
い
る

方
た
ち
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

全体の流れ

※郡山市、会津若松市、喜多方市、いわき市の各福祉事務所でも
相談が受けられます。

Ｄ
Ｖ
の
実
態



D
V被

害者
保護に関す

る

「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
定
め
ら
れ
た
施
設

で
も
、
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

業
務
の
範
囲
が
異

な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
た
場

合
、
被
害
者
は
保
護
命
令
の
申
立

て
を
地
方
裁
判
所
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
保
護
命
令
は
、
裁
判
所
が

加
害
者
に
対
し
て
出
す
命
令
で
、
以
下
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
接
近
禁
止
命
令

加
害
者
に
対
し
、
６
ヶ
月
間
、
被
害
者

に
つ
き
ま
と
っ
た
り
、
住
居
、
勤
務
先
な

ど
被
害
者
が
通
常
い
る
場
所
の
近
く
を
は

い
か
い
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
命
令
は
、
再
度
の
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
退
去
命
令

加
害
者
に
対
し
、
２
週
間
、
家
か
ら
出

て
行
く
よ
う
命
ず
る
も
の
で
す
。
こ
の
退

去
命
令
は
、
夫
婦
が
生
活
の
本
拠
を
共
に

す
る
場
合
の
み
、
出
さ
れ
ま
す
。

保
護
命
令
に
違
反
す
る
こ
と
は

犯
罪
で
す
。
１
年
以
下
の
懲
役
、

又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。Ｄ

Ｖ
防
止
法
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
詳
し
い
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
も
Ｄ

Ｖ
に
関
す
る
図
書
資
料
な
ど
も
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
貸
出
・
閲
覧
等

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

る
婦
人
相
談
所
な
ど
の
「
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
一

時
保
護
を
受
け
た
り
、
申
立
て
を

受
け
た
地
方
裁
判
所
が
加
害
者
へ

対
し
て
の
保
護
命
令
を
発
令
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で

な
く
精
神
的
な
暴
力
な
ど
に
つ
い

て
も
「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
の
医
学
的
・
心
理
的
な

相
談
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
に

よ
り
、
被
害
者
の
自
立
援
助
を
支

援
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
は
女
性
か
ら

男
性
へ
の
暴
力
も
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

福
島
県
で
は
、
平
成
14
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
福
島
県
男

女
平
等
を
実
現
し
男
女
が
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
形
成
す

る
た
め
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」（
第
７
条
第
２
項
）

に
お
い
て
、
男
女
間
に
お
け
る
暴

力
的
行
為
（
精
神
的
な
苦
痛
を
著

し
く
与
え
る
行
為
を
含
む
）
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
島
県
で
は
、
福
島
県

婦
人
相
談
所
を
改
築
し
、「
福
島
県

女
性
相
談
・
保
護
援
助
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
を
設
置
し
ま
す
（
平
成
16

年
４
月
か
ら
業
務
開
始
予
定
）。
新

施
設
は
福
島
県
婦
人
相
談
所
の
約

２
倍
の
広
さ
で
、
相
談
室
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
さ
れ
た
被
害
者
が
部

屋
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
運
動
で
き
る

よ
う
な
体
育
館
、
子
ど
も
を
連
れ

て
相
談
を
受
け
ら
れ
る
保
育
室
な

ど
も
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
施
設
周

辺
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
、
被
害
者
な
ど
の
安
全
に
配
慮

し
た
施
設
で
す
。

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
対
す
る
相
談

や
支
援
は
、
福
島
県
婦
人
相
談

所
・
県
内
各
地
の
保
健
福
祉
事
務

所
・
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
県
の
取
組
み

○
福
島
県
内
に
お
け
る

Ｄ
Ｖ
被
害
の
救
済
に

つ
い
て施 設 の 名 称

@024（522）1010

@024（534）4155
福島県県北保健福祉事務所

@0248（75）7809
福島県県中保健福祉事務所

@0248（23）1538
福島県県南保健福祉事務所

@0242（29）5278
福島県会津保健福祉事務所

@0241（63）0305
福島県南会津保健福祉事務所

● ●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

●● ●●

@0244（26）1134
福島県相双保健福祉事務所

@0243（23）8320

1 2 3 4 5 6

福島県婦人相談所

福島県男女共生センター

被
害
者
は
保
護
命
令
の
申
立
て

が
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
保
護

命
令
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

被
害
者
に
近
寄
っ
た
な
ど
、
保

護
命
令
に
違
反
し
た
加
害
者
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｄ
Ｖ
防
止
法
や
Ｄ
Ｖ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
の
で

す
が
？

QAQAQA

※郡 山 市 TEL 0249（24）2411
会津若松市 TEL 0242（32）4470
喜多方市 TEL 0241（24）5229
いわき市 TEL 0246（22）7621
福祉事務所でも相談を受けることができ
ます。
※福島県婦人相談所：TEL 024（522）1010
※なお、福島県警察の相談窓口は
・福島県警察相談センター
TEL 024（533）9110

・各警察署の相談窓口です。

AQ

被
害
者
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
、

婦
人
相
談
員
及
び
相
談
機
関
へ
の
紹
介

医
学
的
、
心
理
学
的
な
指
導

そ
の
他
必
要
な
指
導

被
害
者
等
の
一
時
保
護

被
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供

そ
の
他
の
援
助

保
護
命
令
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

そ
の
他
の
援
助

被
害
者
保
護
の
た
め
に
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
、
そ
の
他
の
援
助

＆

県内の「配偶者暴力相談支援センター」とその役割

｝の各
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今
日
は
「
女
性
議
員
が
増
え
れ
ば
日
本
が
変
わ

る
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
ま
す
。
実
は
「
W
I
N
W
I
N
」

で
は
、去
年
の
11
月
１
日
に
東
京
の
憲
政
会
館
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
女

性
議
員
が
増
え
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
」
と
い
う
ほ

と
ん
ど
同
じ
テ
ー
マ
で
し
た
。
こ
の
時
の
テ
ー
マ

に
は
、「
社
会
が
変
わ
る
」
と
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
。
で
も
、
こ
の
時
も
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
る
前
は
付
い
て
い

た
ん
で
す
。
付
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
や
っ
て
み

た
ら
、「
変
わ
る
よ
、
き
っ
と
」
と
い
う
ふ
う
に
思

え
た
わ
け
で
す
。
今
日
も
、
こ
の
テ
ー
マ
に
書
い

て
あ
る
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
は
消
し
て
お
帰

り
下
さ
い
。
変
わ
る
ん
で
す
よ
。

ど
う
変
わ
る
か
に
つ
い
て
、
鎌
田
さ
ゆ
り
さ
ん

は
、「
女
性
が
増
え
れ
ば
町
が
き
れ
い
に
な
る
。

人
間
も
き
れ
い
に
な
る
。
環
境
が
き
れ
い
に
な

る
。」
と
、
と
に
か
く
具
体
的
に
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
他
の
人
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
と

言
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
女
性
に
関
係
の
深
い

問
題
で
あ
る
子
育
て
の
問
題
、
生
活
の
問
題
の
よ

う
に
、三
流
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、

大
事
な
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
ん
で
す
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
変
わ
る
こ
と
だ
と

い
う
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
う
方
も
お
り
ま
す
。

女
性
と
男
性
に
は
生
物
的
な
違
い
と
い
う
も
の

は
あ
る
。
子
ど
も
を
生
む
こ
と
に
関
連
す
る
い
ろ

ん
な
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
産
前
産
後
の
問
題

な
ん
て
い
う
も
の
は
、
女
性
は
す
ぐ
わ
か
る
け
れ

ど
も
、
女
性
の
議
員
が
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
何
も

し
て
く
れ
な
い
。
女
性
が
ち
ゃ
ん
と
議
員
と
し
て

が
ん
ば
れ
ば
、
そ
う
い
う
問
題
に
対
す
る
対
処
の

方
法
と
い
う
も
の
は
、
き
ち
ん
と
出
る
は
ず
だ
と

い
う
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
人
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言

っ
た
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
は
子
ど
も
を
男
と
女

と
同
じ
よ
う
に
育
て
て
、
男
と
女
で
何
が
違
う
か

と
思
っ
て
見
つ
け
た
の
は
、
男
の
子
は
攻
撃
的
だ

と
い
う
ん
で
す
よ
。
彼
女
は
、
政
治
の
世
界
や
い

ろ
ん
な
社
会
で
男
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
非
常
に
攻
撃
的
な
文
化
と
い
う
も
の
が
生

ま
れ
て
、
良
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
女
性
と
男

性
が
も
っ
と
バ
ラ
ン
ス
良
く
な
っ
た
方
が
良
い
。

女
性
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
る
で
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
い
ろ
い
ろ
違
う
、
変

わ
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
て
、
そ
れ
は
良
い
方

向
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
「
女
性
議
員
が
増

え
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
」、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー

ク
は
な
し
。

平
成
14
年
度
男
女
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
議
員
が

増
え
れ
ば

日
本
が
変
わ
る
？

平
成
14
年
６
月
２
日
（
日
）
に
「
女
性
議
員
が
増
え
れ
ば
日
本
が
変

わ
る
？
」
と
題
し
開
催
さ
れ
た
男
女
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

第
一
部
は
、
元
文
部
大
臣
で
、
女
性
候
補
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
W
I
N

W
I
N
」
の
代
表
で
も
あ
る
赤
松
良
子
氏
を
講
師
と
し
て

迎
え
基
調
講
演
を
、第
二
部
は
、パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
赤
松
氏
を
始
め
、

毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
の
岸
井
成
格
し
げ
た
だ

氏
、衆
議
院
議
員（
宮
城
県
選
出
）

の
鎌
田
さ
ゆ
り
氏
、
前
群
馬
県
議
会
議
員
の
吉
川
ま
ゆ
み
氏
を
迎
え
、

下
村
満
子
館
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き：

平
成
14
年
６
月
２
日
（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ：

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
　
研
修
ホ
ー
ル

講
師

赤
松
　
良
子
氏

（
元
文
部
大
臣
、「
W
I
N

W
I
N
」
代
表
）

第1部�基
調
講
演
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●
パ
ネ
リ
ス
ト

赤
松
　
良
子
氏

岸
井
　
成
格
し
げ
た
だ

氏
（
毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
）

鎌
田
さ
ゆ
り
氏
（
衆
議
院
議
員
・
宮
城
県
）

吉
川
ま
ゆ
み
氏
（
前
群
馬
県
議
会
議
員
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

下
村
　
満
子
館
長
（
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
）

下
　
村：

ど
う
い
う
理
由
で
女
性
議
員
が
必
要

な
の
か
に
つ
い
て
、
本
来
女
性
の
方
が
悪
い
こ
と

を
し
な
い
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
今
の
日
本
の
政
治

腐
敗
を
見
て
、
男
ば
か
り
で
は
何
と
も
し
ょ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
女
性
が
増
え
た
方
が
い
い

の
か
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。

岸
　
井：

女
性
の
特
徴
と
し
て
、
潔
癖
性
と
そ
れ

か
ら
直
截
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
冷
戦
が
終
わ

り
、
日
本
が
昭
和
か
ら
平
成
に
な
っ
た
転
換
期
の

１
９
８
９
年
、
あ
の
時
代
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
命
の
問

題
と
人
権
の
問
題
と
い
う
の
は
人
類
共
通
の
価
値

観
に
な
っ
た
し
、
地
球
規
模
で
そ
う
い
う
意
識
変

革
が
同
時
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ

う
い
う
感
覚
で
一
つ
一
つ
の
政
治
や
経
済
現
象
を

見
て
い
く
と
い
う
視
座
が
、
今
ま
で
の
組
織
に
慣

れ
た
男
性
に
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
ね
。
そ

こ
に
人
権
問
題
と
か
環
境
問
題
と
か
、
何
よ
り
も

命
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
基
準
を
置
く

感
覚
が
、
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に
強
い
し
、
説
得

力
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

赤
　
松：

女
性
議
員
が
増
え
て
、
世
の
中
の
汚
い

こ
と
も
経
験
す
る
と
、
妥
協
的
な
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
ク
リ
ー
ン
だ
な
ん
て

言
っ
て
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
今

の
と
こ
ろ
は
既
得
権
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て

い
る
女
性
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
人
が
政
界
に
出
て
い
く
こ
と
が
、
や
っ
ぱ
り

良
い
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

下
　
村：

政
治
家
も
そ
う
で
す
が
、
女
性
が
社
会

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
場
合
、
日
本
女

性
に
欠
け
て
い
る
側
面
、
女
性
は
こ
う
い
う
と
こ

ろ
を
強
化
す
る
べ
き
だ
と
か
、
勉
強
す
る
べ
き
だ

と
か
そ
う
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

鎌
　
田：

日
本
の
女
性
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
課

題
か
と
考
え
た
時
に
、
い
わ
ゆ
る
甘
え
の
境
地
に

入
っ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
、

女
性
と
男
性
と
の
違
い
を
自
分
の
特
徴
だ
と
捉
え

る
と
い
う
よ
り
も
、
女
と
い
う
も
の
を
武
器
に
使

っ
て
、
甘
え
て
、
本
来
の
正
し
い
論
調
で
い
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
た
、
政

治
に
関
し
て
は
、
や
は
り
一
度
で
成
し
遂
げ
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
れ
に
対
す
る
覚
悟
と
い
う
も
の

の
甘
さ
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
女
性
は
甘
さ

を
も
う
少
し
取
り
去
る
こ
と
が
必
要
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

吉
　
川：

女
性
の
会
議
で
は
、
自
分
の
思
い
の
丈

を
話
し
て
、
誰
も
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
時
が
あ

る
ん
で
す
。
女
性
と
男
性
が
、
同
じ
土
俵
の
上
で

議
論
を
闘
わ
せ
る
た
め
に
は
、
同
じ
よ
う
に
議
論

を
し
て
い
く
技
術
を
身
に
付
け
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
れ
は
、
経
験
に
よ
り
十
分
に
改
善
を
し
て

い
け
る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
あ
と
、
女
性
は

腹
が
く
く
れ
る
か
く
く
れ
な
い
か
、
そ
の
部
分
で

ま
だ
弱
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
点
、
女
性
議

員
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

女
性
は
環
境
、
福
祉
、
教
育
の
生
活
に
密
着
し
て

い
る
分
野
に
は
確
か
に
詳
し
い
が
、
経
済
と
か
産

業
な
ど
そ
の
部
分
も
き
ち
っ
と
理
解
し
た
う
え

で
、
議
論
が
で
き
な
い
と
、
男
性
か
ら
の
支
持
は

決
し
て
得
ら
れ
な
い
。

下
　
村：

突
然
国
会
議
員
と
い
っ
て
も
難
し
い
の

で
、
県
会
議
員
と
か
市
会
議
員
と
か
町
会
議
員
と

か
、
村
会
議
員
と
か
に
も
っ
と
女
性
の
議
員
の
数

を
増
や
し
て
層
を
厚
く
し
て
い
か
な
い
と
国
会
議

員
を
輩
出
し
に
く
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
に
関
し
て
、ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
、

あ
る
い
は
ど
う
や
っ
て
女
性
の
政
治
参
画
を
ロ
ー

カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

鎌
　
田：

私
の
体
験
か
ら
す
る
と
、
自
分
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
一
歩
の
、
初
め
の
一
歩
を

踏
み
出
す
勇
気
を
ぜ
ひ
持
つ
こ
と
。
こ
れ
は
大
事

な
ぜ
、
女
性
議
員
が
必
要
か
。

女
性
に
欠
け
て
い
る
も
の
と
は

女
性
の
政
治
参
画
を
進
め
よ
う

下村　満子館長

岸井　成格
しげただ

氏

吉川まゆみ氏

鎌田さゆり氏

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指

し
、
県
内
各
地
で
活
動
す
る
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
地
域
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
（
基
礎
コ
ー
ス
）」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
第
１
回

17
名
、
第
２
回
40
名
の
受
講
者
が
地
域
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
講
座
に
取
組
み
ま
し
た
。

各
回
、
前
・
後
期
と
も
各
１
泊
２
日
の

講
座
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
現
状

と
課
題
、
地
域
振
興
論
、
メ
デ
ィ
ア
論
、

企
画
表
現
力
の
ス
キ
ル
な
ど
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
に
つ
い

て
学
ん
だ
ほ
か
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
演
習

（
第
１
回
）
や
実
効
性
の
あ
る
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て
の
座
談

ト
ー
ク
（
第
２
回
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
回
最
終
日
に
行
わ
れ
た
下
村

館
長
に
よ
る
対
話
討
論
で
は
、
今
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
要

件
に
つ
い
て
、
真
剣
か
つ
活
発
な
討
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座（
基
礎
コ
ー
ス
）

実施
報告

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

吉
　
川：

私
も
全
く
同
じ
で
、
初
め
の
一
歩
を
出

す
こ
と
が
、
非
常
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
皆
さ
ん
は
女
性
候
補
を
推
し
た
経

験
が
あ
ま
り
な
い
わ
け
で
す
ね
。
女
性
候
補
を

推
す
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
こ
と
を
経
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
だ
ん

だ
ん
と
国
会
議
員
の
数
は
増
え
て
く
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
れ
と
、
ど
う
か
女
性
は
女
性
の
足

を
引
っ
張
ら
な
い
で
下
さ
い
。
女
性
だ
け
は
女

性
の
味
方
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

岸
　
井：

結
論
的
に
言
い
ま
す
と
、
中
央
、
地
方
、

セ
ン
タ
ー
、
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
差
を
考
え
る
必

要
は
、
全
く
な
い
で
す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
し
、
そ
れ
か
ら
、
中
央
の
政
治
を
変
え

て
い
く
の
は
、
や
っ
ぱ
り
地
方
か
ら
。
知
事
さ

ん
は
い
ろ
ん
な
形
で
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

そ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
今
ま
で
の
ま
ま
の

枠
組
み
で
政
治
が
続
く
と
は
ち
ょ
っ
と
考
え
に

く
い
。
新
し
い

視
点
で
政
界
再

編
と
い
う
の
は

避
け
が
た
い
。

こ
の
間
亡
く
な

ら
れ
た
文
化
人

類
学
者
の
ト
ー

ル
・
ヘ
イ
エ
ル

ダ
ー
ル
さ
ん
と

い
う
方
は
、
シ

ン
プ
ル
に
原
点

に
戻
っ
て
全
て

を
考
え
直
す
必

要
が
あ
る
、
そ

の
時
期
に
来
て

い
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ヘ
イ
エ
ル
ダ
ー
ル
さ
ん
の
言
葉

を
、
直
截
に
原
点
に
帰
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
訴
え

ら
れ
る
の
は
、
女
性
の
方
が
強
い
で
す
。
そ
こ

か
ら
地
方
の
、
そ
う
い
う
強
い
感
覚
、
歴
史
観

を
持
っ
た
議
員
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
日
本

を
本
当
に
変
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

赤
　
松：

県
議
会
に
女
性
が
ゼ
ロ
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
今
二
つ
あ
る
ん
で
す
。
ゼ
ロ
は
お
か
し
い

と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
本
当
に
単
純
な
話
で
。

ゼ
ロ
だ
っ
た
ら
、
県
議
会
に
女
性
の
声
を
全
然

反
映
し
て
く
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
ん
な

馬
鹿
な
話
は
な
い
は
ず
な
ん
で
す
よ
。

下
　
村：

今
日
４
人
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

聞
き
し
て
最
後
に
一
言
。
そ
も
そ
も
人
口
の
半
分

を
占
め
る
女
性
が
、
重
要
な
決
定
に
参
画
で
き
な

い
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
の
で
、
良
く
な
ろ
う
が

悪
く
な
ろ
う
が
こ
れ
は
権
利
で
あ
る
と
。
こ
の
問

題
意
識
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら

良
い
悪
い
じ
ゃ
な
く
て
、
参
画
の
権
利
を
主
張
す

べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
社
会
を
早

く
と
に
か
く
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
日
は
本
当
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤松　良子氏

■
第
１
回

前
期
　
６
月
１
日
º
〜
６
月
２
日
∂

後
期
　
６
月
22
日
º
〜
６
月
23
日
∂

■
第
２
回

前
期
　
７
月
４
日
∫
〜
７
月
５
日
ª

後
期
　
７
月
25
日
∫
〜
７
月
26
日
ª

グループで積極的に意見を交換する参加者の皆さん

下村館長との対話討論でも活発な討議が
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創
造
的
な
都
市
と
は
ど
ん
な
都
市

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
事
例
を
挙
げ
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
は
人
口

が
40
万
人
ぐ
ら
い
で
、
歴
史
は
３
０

０
０
年
ぐ
ら
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
あ
る
大

学
の
歴
史
は
９
０
０
年
で
、
大
学
が

学
生
に
よ
っ
て
自
主
的
に
つ
く
ら
れ

た
の
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
が
世
界
で
最

初
で
す
。
勉
強
し
た
い
人
が
集
ま
っ

て
自
主
的
に
勉
強
す
る
、
そ
れ
が
町

の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
あ
る
と
い

う
の
は
創
造
都
市
の
条
件
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
特
徴
的
な

の
は
古
い
文
化
財
が
町
の
中
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
街
の
中
に

古
い
建
物
を
残
す
と
か
、
建
物
が
持

っ
て
い
る
歴
史
的
な
遺
産
を
生
か
し

な
が
ら
新
し
い
も
の
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
街
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
若
い
芸
術
家
が
集
ま

っ
て
、
自
発
的
に
協
同
組
合

や
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
演

劇
や
音
楽
、
絵
画
や
映
画
な
ど
を
つ

く
り
出
し
て
、
そ
れ
を
行
政
が
温
か

く
見
守
る
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
創
造
都
市

と
し
て
今
、
名
前
を
は
せ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
も
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
都
市
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は

か
つ
て
世
界
の
金
物
工
場
と
呼
ば
れ

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
工
場
の
空
洞
化
が
目
立
ち
、
都
心

の
衰
退
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

人
間
中
心
の
都
心
再
生
戦
略
を
採
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
都
心
に
あ
っ
た

カ
ス
タ
ー
ド
工
場
は
、
芸
術
家
の
ア

ト
リ
エ
と
し
て
蘇
っ
て
い
ま
す
。
千

人
を
超
え
る
芸
術
家
が
こ
こ
に
集
ま

り
、
新
し
い
文
化
創
造
空
間
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
金
沢
は
、
加
賀
百
万
石

の
文
化
遺
産
を
う
ま
く
吸
収
し
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
新
し
い
も

の
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う
都
市
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

金
沢
市
民
芸
術
村
は
、
紡
績
工
場
の

跡
地
を
全
部
新
し
い
も
の
に
切
り
替

え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
利
用
し
て

つ
く
ら
れ
た
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
放
っ
て
お
い
た
ら
朽
ち
果
て

て
い
く
も
の
に
手
を
加
え
て
、
そ
れ

の
持
っ
て
い
る
良
さ
を
見
い
だ
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
町
の
歴
史
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

新
し
い
芸
術
を
市
民
が
参
加
し
て
つ

く
り
出
す
こ
と
、
そ
れ
が
既
存
の
産

業
や
町
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
も

波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

京
都
で
は
、
１
８
６
９
年
に
開
校

し
た
長
い
歴
史
を
も
つ
旧
明
倫
小
学

校
の
校
舎
を
利
用
し
て
、
２
０
０
０

年
４
月
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
市
民
の
芸
術
を
つ
く
り
出
す

課
程
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
特
に
若
い
人
た
ち
が
、
演
劇
の

稽
古
を
し
た
り
、
音
楽
の
練
習
を
し

た
り
、
美
術
の
ア
ト
リ
エ
で
作
品
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
を
こ
の
施
設
の

使
用
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西

陣
一
帯
で
は
、
空
家
と
な
っ
た
町
家

や
倉
庫
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
移

り
住
ん
で
、
失
わ
れ
た
生
活
感
を
取

り
戻
そ
う
と
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

我
々
は
、
今
新
し
い
二
十
一
世
紀

型
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社

会
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
そ
の
土
地
独
自
の
も
の
と
、
外
か

ら
吹
い
て
く
る
新
し
い
風
を
相
互
に

刺
激
し
あ
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
土
は
定
住
者
で
、
風
は
絶
え
ず

流
れ
て
い
る
文
化
で
す
。
風
土
は
風

と
土
が
う
ま
く
混
じ
り
合
っ
て
い
る

と
き
に
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ

こ
に
新
し
い
文
化
が
創
造
さ
れ
る
の

で
、
そ
う
い
う
機
能
を
、
も
う
一
度
地

域
や
都
市
の
中
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
を

意
識
的
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
、
創

造
都
市
を
つ
く
り
出
す
近
道
だ
と
思

い
ま
す
。

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
教
授
の
佐
々
木
雅
幸
氏
を
講
師

に
迎
え
、６
月
16
日（
日
）に
開
催
し
た
未
来
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

企
業
誘
致
に
頼
ら
な
い
、
住
民
の
創
造
力
に
よ
る
新
し
い

地
域
経
済
活
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
講
演
内
容
を

要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐々木 雅幸 氏

「創造都市への挑戦」
～住民の創造力による新しい地域活性への道～

未 来 館 フ ォ ー ラ ム

と　き 平成14年６月16日（日）13：30～15：30
ところ　福島県男女共生センター
講　師　立命館大学　政策科学部教授　佐々木雅幸氏
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【
福

県

　
施

利

】�

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
福
祉

機
器
展
示
室
で
は
、
多
種
多
様
な
福

祉
用
具
・
機
器
を
約
６
０
０
点
展
示

し
て
い
ま
す
。

福
祉
用
具
は
す
べ
て
手
に
取
っ
て

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
、
利
用
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
用
具
に
は
一
点

一
点
カ
ー
ド
が
つ
い
て
お
り
、
カ
ー

ド
に
は
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
取

扱
い
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

際
は
、
大
変
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

○休館日
月曜日（この日が祝日の場合はその翌日）
年末年始（12月29日～１月３日）

○福祉用具・機器に関する問い合わせ先
福島県男女共生センター福祉機器展示室
（福島県介護実習・普及センター）
TEL 0243（23）8316 FAX 0243（23）7863

○福祉用具・機器の展示
ご来館の皆様に福祉用具についてよりわかり
やすく理解していただけるように、大きく２
つのコーナーに分けてご紹介しています。
■展示コーナー　■高齢者モデル室

○福祉用具・機器の相談
福祉用具・住宅環境等に関する相談
福祉用具の利用手続き等の情報提供

○ビデオの閲覧
福祉用具・介護に関するビデオを閲覧できます。

○開館時間
９時～12時、13時～17時

セ
ン
タ
ー
施
設
紹
介

福
祉
機
器
展
示
室

「
館
長
サ
ミ
ッ
ト
」

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

全
国
の
女
性
関
連
施
設
の
館
長
が
熱
く
意
見
を

交
換
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
10
月
３
日
（
木
）

■
開
催
場
所

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
　
研
修
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ

「
女
の
元
気
が
地
域
を
変
え
る
」

〜
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に
〜

■
出
演
者

有
馬
真
喜
子
氏
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
こ
は
ま
前
館
長
）

加
賀
美
幸
子
氏
（
千
葉
市
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
）

樋
口
　
恵
子
氏
（
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
館
長
）

藤
原
　
房
子
氏
（
日
本
女
子
会
館
理
事
長
）

政
野
　
澄
子
氏
（
福
井
県
生
活
学
習
館
館
長
）

三
隅
　
佳
子
氏
（
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
所
長
）

﹇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹈

下
村
　
満
子
館
長
（
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
）

※
　
無
料
託
児
（
事
前
予
約
制
）
あ
り
ま
す
。

○
公
開
講
座

「
今
求
め
ら
れ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
一
部
を
公
開
し

ま
す
。
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
何
か
？

当
セ
ン
タ
ー
の
下
村
満
子
館
長
が
県
民
の
皆

さ
ま
と
熱
く
語
り
合
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

９
月
29
日
（
日
）
13
時
10
分
〜
15
時
10
分

■
開
催
場
所

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
　

■
募
集
定
員
／
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

「
ボ
ー
デ
ィ
ル
・
ク
ロ
ー
グ
さ
ん

講
演
会
」

男
女
平
等
先
進
国
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
女
性
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
や
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
デ
ィ
ル
・
ク
ロ
ー
グ
さ
ん
は
３
人
の
子
ど
も
を
も
つ
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
す
が
、
国
の
制
度
を
利
用
し
子
育
て
と
仕
事

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
グ
さ
ん
の
体
験
を
中
心
に
、
30
年
か
け
て
実
現
さ

れ
た
と
い
う
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
男
女
平
等
社
会
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

10
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
テ
ー
マ

「
男
女
平
等
を
実
現
し
た
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

■
開
催
場
所

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
　
第
２
研
修
室

■
募
集
定
員
／
１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
講
　
師
／
ボ
ー
デ
ィ
ル
・
ク
ロ
ー
グ

※
　
無
料
託
児
（
事
前
予
約
制
）
あ
り
ま
す
。

参加者募集のお知らせ

○
平
成
14
年
度

未
来
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
募
集

平
成
15
年
３
月
１
、
２
日
に
開
催
す
る
「
未
来

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
企
画
・
運
営
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
期
間
　
平
成
14
年
10
月
〜
平
成
15
年
３
月

■
募
集
人
数
　
15
名
程
度

■
募
集
期
限
　
平
成
14
年
10
月
12
日
（
土
）

※
な
お
、
実
行
委
員
会
活
動
に
か
か
る
日
当
や
交
通
費
等
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
事
業
課

@
０
２
４
３（
23
）８
３
０
４
I
０
２
４
３（
23
）８
３
１
４
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審議会等における女性委員の割合

福島県からの�
お知らせ�

県では、ふくしま男女共同参画プランの
基本目標に掲げている「意思決定過程にお
ける男女共同参画の拡大（意思決定過程に
おける女性の参画の促進）」を実現するた
め、地方自治体の各種審議会等における女
性登用の拡大を進めています。
今回、14年度（14.4.1現在）の県及び市町
村における各種審議会等への女性委員の登
用状況（女性委員の比率）を取りまとめま
したので、お知らせします。
○　県 の 状 況（Ｈ22目標値　33.3％）

25.6％（Ｈ13；23.8％、1.8％上昇）
○　市町村の状況（Ｈ22期待値　30％）

15.5％（Ｈ13；14.4％、1.1％上昇）

 6.6�
 6.7 �
 7.9 �
 9.0�
 9.6�
10.4 �
11.3�
13.1�
15.5 �
16.6�
17.6 �
18.6 �
20.4 �
24.7�
ー�
 

 7.4�
 7.6�
 7.7 �
 7.8�
 9.2�
10.5 �
11.5�
12.7�
12.9 �
12.7�
15.5 �
17.8 �
21.3 �
23.8�
25.6 

ー�
ー�
ー�
ー�
ー�
ー�
 9.8�
10.6�
11.1 �
11.4�
11.5 �
12.0 �
13.2 �
14.4�
15.5 

S63 �
H元�
H2�
H3�
H4�
H5�
H6�
H7�
H8�
H9�
H10 �
H11�
H12 �
H13 �
H14 �
�

国� 県� 市町村�

国�

県�

市町村�

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S63 H元�H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14
調査時点：国は各年3／31、県は各年4／1（ただしS63は12／1、H10は5／1）、市町村は各年4／1

県
で
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
の
施
策

に
つ
い
て
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
を
新
設
し
、
７
月
１
日
か
ら
運
用
を
始
め
ま

し
た
。

○
申
し
出
の
方
法

申
出
さ
れ
る
方
に
は
、
申
出
内
容
を
書
面
で
男

女
共
生
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

県
庁
県
民
環
境
室
人
権
・
男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー

プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
出
に
対
す
る
対
応

こ
の
申
出
に
対
応
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参

画
推
進
員
を
設
置
し
ま
し
た
。

推
進
員
は
申
出
を
し
た
ご
本
人
に
対
し
事
実

関
係
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

推
進
員
は
、
そ
の
後
、
調
査
を
し
た
上
で
関
係

す
る
県
の
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

意
見
陳
述
を
受
け
た
県
の
機
関
は
、
期
限
ま

で
に
対
応
結
果
を
推
進
員
に
回
答
し
ま
す
。
推

進
員
は
、
対
応
の
方
針
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い

て
申
出
を
し
た
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

推
進
員
は
、
１
年
分
の
対
応
状
況
を
取
り
ま

と
め
知
事
に
報
告
し
、
知
事
は
速
や
か
に
こ
れ

を
公
表
し
ま
す
。

○
意
見
申
出
に
関
す
る
連
絡
先

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

電
　
話
０
２
４
３
（
２
３
）
８
３
１
９

F
A
X
０
２
４
３
（
２
３
）
８
３
１
４

県
庁
人
権
・
男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ

電
　
話
０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
８
８

男女共同参画に関する意見申出制度について

県としては、女性委員の登用率が、ふくしま男女共同参画プラ

ンで定められている目標値の33.3％を目標年次である平成22年まで
に達成できるよう、引き続き女性登用の拡大に努めていきます。

年齢や性別、身体的能力にかかわらず、すべての人が安

全・安心して生活・活動しやすい環境づくりを進めるための

行動指針として、「ふくしまユニバーサルデザイン推進指針」

の策定を進めています。指針（案）の内容について、県民の皆

さまのご意見・ご提案を募集しています。

◆資料入手先：県民環境室ホームページ　
http://www.pref.fukushima.jp/kenmin/u_d/index.html
または、右の連絡先にお問い合わせください。

◆募集期間
９月30日（月）まで（当日消印有効）

◆詳しくは：
県庁県民環境室　人権・男女共同参画グループ
〒960-8670（住所記載不要）
電話：024（521）7188 FAX：024（521）7887
電子メール：jinken@pref.fukushima.jp

ふくしまユニバーサルデザイン推進指針（案）へのご意見・ご提案の募集

審議会等における女性委員の比率（単位：％）



男
女
共
同
参
画
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
も
つ
人

が
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
議
論
や
話
し
合
い
を
し

て
み
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

特
定
の
「
型
」
に
全
て
の
人
々
が
納
ま
る
必
要

も
な
い
し
、
無
理
に
納
め
よ
う
と
す
る
必
要
も

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
実
践
す
る
の

も
結
構
難
し
い
？

（
Ｏ
Ｔ
）

全
国
各
地
の
自
治
体
で
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
み

ん
な
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
自
然
に
選
択
で

き
る
社
会
に
、
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ａ
）

至仙台�

至新潟�

至東京�

至水戸�

磐越自動車道�

東北自動車道�

東北新幹線� 常磐自動車道�

福島空港�

新白河�

郡山I.C
郡山J.C.T

いわきJ.C.T

郡山東I.C
船引三春I.C

郡山�

福島西I.C

二本松I.C

福島�

二本松市�

風情豊かな城下町から世界へ情報発信
東の阿武隈高地、西の奥羽山脈により中通り、会

津、浜通り地方に三分されている福島県は、火山や
湖沼・高原・海岸など豊かな自然に恵まれています。
ここには、「智恵子抄」にうたわれた「あの光る阿武
隈川」や「ほんとの空」があり、人・モノ・文化・情報
の活発な交流が行われています。
「女と男の未来館」のある二本松市は、中通りに
位置し、提灯祭りや菊人形が催される風情豊かな城
下町です。

所在地／二本松市郭内一丁目196-1
■ＪＲ東北本線　二本松駅より徒歩１２分
■東北自動車道　二本松Ｉ.Ｃより車で5分

この広報誌は、古紙配合率100％再生紙を使用し、
環境にやさしい大豆インキを使用しています。

表紙の作品

森の包容 82pcs.（近藤　康広）
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専門学校�

福島銀行福島銀行�福島銀行�

二本松
駅�

南国南国フルーツ�南国フルーツ�
二本松市役所二本松市役所�二本松市役所�

東
北
本
線�

旧
Ｒ
４�

歴史資料館歴史資料館�歴史資料館�

二本松北小二本松北小�二本松北小�

二本松一中二本松一中�二本松一中�

二本松工高二本松工高�二本松工高�

安達高�

コープ�コープ�

安達町役場�

智恵子の杜�
公園�

安達ヶ原�
ふるさと村�

安達安達ヶ原原�
公園公園�

安達ヶ原�
公園�

ふれあい�
の森公園�

至
岳
温
泉�

至
福
島�

阿
武
隈
川�

4

4 459

459
459

354

354

129

129

114

191

117

355

355

62

73

東
北
自
動
車
道

男女共生センター�

○
当
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
女
性
学
・

男
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
な
ど
の
男
女

共
同
参
画
関
連
図
書
を
中
心
に
、
各
自

治
体
の
行
政
資
料
等
を
収
集
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
貸
出
し
や
閲

覧
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関
す
る
学
習
ビ
デ

オ
も
備
え
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
は
、
学

習
会
な
ど
で
上
映
す
る
「
館
外
貸
出
」

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
研
修
や
講

座
等
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

○
図
書
室
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
前
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
休
館
日
に
つ
い
て

毎
週
月
曜
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
翌
日
の
火
曜

日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

○
貸
出
冊
数
・
貸
出
期
間
に
つ
い
て

・
図
　
書：
貸
出
冊
数

５
冊

貸
出
期
間

15
日
以
内

・
ビ
デ
オ：

貸
出
点
数

３
本

貸
出
期
間

８
日
以
内

○
問
い
合
わ
せ
先

資
料
の
貸
出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

に
関
す
る
こ
と
は
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
図
書
室

@
０
２
４
３(

２
３)

８
３
０
８

I
０
２
４
３(

２
３)

８
３
１
４

本誌についてのご意見・ご感想をお待ち
しています。（ ）

図
書
室
利
用
に
つ
い
て

インターネット
による
資料の検索も


